
人のうごき
（19．4．1 現在）

世帯数� 10,003�－27
人　口� 23,888�－151
 （男）� 11,275�－78
 （女）� 12,613�－73

3 月 中 の
異動状況

出生� 11
死亡� 23
転入�130
転出�269

今月の主な内容
●平成19年度当初予算

●教育長、新採職員紹介

●議会だより

 
・・・・・・・・2～3

・・・・・・・・・・・4

・・・・・・・・・・・・・・・・9～16

「宿毛こいのぼり」事業
記念イベント開催！！
日時：5月5日（土）10：00～15：00
場所：松田川親水公園
内容：昔あそび、カヌー体験、各種

ゲーム、出店等
問い合わせ先：
　　　宿毛こいのぼり実行委員会
　　　蕁63－3123

55広報すくもすくも
2 0 0 72 0 0 7

No.478No.478



②

歳　入 歳　出

　自　主
　

財
　

源

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　　依　
存

　
財

　
源

民生費
30.1%
27億9,417万2千円

衛生費
10.9％
10億1,359万2千円

土木費
7.2％
6億6,858万4千円

農林水産業費
4.4％
4億743万7千円

消防費
3.3％
3億963万8千円

商工費
2.0％
1億8,469万6千円

議会費ほか
4.9％
4億5,337万3千円

総務費
11.9％
11億547万円

教育費
7.4％
6億8,448万6千円

公債費
17.9%
16億6,151万8千円

市 税
25.2%
23億4,374万8千円

地方交付税
40.5%
37億5,900万円

国庫支出金
7.1%
6億5,624万8千円

県支出金
7.1%
6億6,138万5千円

市債
5.1%
4億7,080万円

その他依存財源
5.1%
4億6,914万6千円

分担金・負担金
2.0%
1億9,044万4千円

使用料・手数料
1.4%
1億2,831万円

基金からの繰入金
4.6%
4億3,036万7千円

その他自主財源
1.9%
1億7,351万円8千円

皆さんが納める税金や国･県からの交付金は、さまざまな形で使われています。

これらがどのくらい納められる予定で、どのように使われる予定なのかを知っ

ていただくために今年度の予算額をお知らせします。

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

９２
億
８
、２
９
６
万
６
千
円
で
前
年

度
よ
り
６
億
２
、４
２
２
万
７
千
円
、

約
６
・
３
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
�

　
要
因
と
し
て
は
、
街
路
片
島
線

な
ど
の
建
設
事
業
の
事
業
終
了
等

に
よ
る
歳
出
の
減
少
や
、
税
制
改

正
等
に
伴
う
歳
入
の
減
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
�

　
本
年
度
も
、
財
源
不
足
を
補
う

た
め
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る

事
務
事
業
の
見
直
し
、
職
員
退
職

者
の
一
部
不
補
充
、
職
員
給
料
の

３
％
カ
ッ
ト
な
ど
の
歳
出
抑
制
に

引
き
続
き
努
め
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
後
年
度
へ
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
、
本
年
度
は
市
債
（
市

の
借
金
）
の
借
入
を
大
幅
に
抑
制

し
た
こ
と
も
あ
り
、
財
源
不
足
を

補
う
こ
と
が
で
き
ず
、
一
定
の
目

的
を
達
成
し
た
基
金
を
廃
止
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
新
た
に

施
設
整
備
の
た
め
の
基
金
を
新
設

し
積
立
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

�　
今
後
も
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政

運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

平成19年度 当初予算報告

一 般 会 計 総 額
92億8,296万6千円

対前年度比 －6.3%



広報すくも  2007.5③

予  算  額

９２億８,２９６万６千円

２億６,８３１万６千円

３１億９，７２６万７千円

６，０９８万８千円

１億２,７４７万７千円

３億６,５６１万８千円

２６億１，８５３万８千円

２億３，６９９万円

５億４，３８７万８千円

９,６１４万９千円

４３７万１千円

１９億３,５３５万１千円

１億１，３９８万３千円

９５億６，８９２万６千円

６億２，３８５万８千円

前年度比

－６．３％

１８０．１％

１５．４％

－３．０％

－０．７％

１．３％

０．４％

－５．１％

－１１．７％

－０．１％

５．４％

－０．１％

　－

７．２％

－１０．５％

会 計

一 般 会 計

簡 易 水 道 事 業

国 民 健 康 保 険

へ き 地 診 療 事 業

定 期 船 事 業

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

老 人 保 健

学 校 給 食 事 業

下 水 道 事 業

国 民 宿 舎 運 営 事 業

介 護 認 定 審 査 会

介 護 保 険 事 業

土 地 区 画 整 理 事 業

特 別 会 計 　 計

水 道 会 計

一
般
会
計
の
主
な
新
規
事
業

大
島
地
区
屋
外
放
送
施
設
整
備
事

業
補
助
金

２
５
０
万
円

港
南
台
地
区
屋
外
放
送
施
設
整
備

事
業
補
助
金
�

１
３
０
万
円

四
季
の
丘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
補
助
金

８
９
７
万
２
千
円

宿
毛
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計

費
補
助
金

４
０
万
円

沖
の
島
特
産
品
開
発
事
業
費
補
助
金

７
３
万
９
千
円

沖
の
島
地
区
の
特
産
品
の
開
発

を
目
指
し
、
商
品
の
開
発
、P
R

に
対
し
沖
の
島
開
発
促
進
協
議

会
に
補
助
す
る
も
の
。

斎
場
改
修
事
業

３
、６
０
０
万
円

沖
の
島
町
使
用
済
自
動
車
等
海
上

輸
送
費
補
助
金

３
１
万
２
千
円

沖
の
島
地
区
使
用
済
自
動
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
海
上
輸
送

費
の
補
助
事
業
�　
　
　

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す

る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て

設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
左
記
表
（
簡
易

水
道
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
ま
で
）

の
通
り
１２
の
特
別
会
計
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額
は
、

９５
億
６
、８
９
２
万
６
千
円
で
本
年

度
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
が
特

別
会
計
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

７
・
２
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
地
方
公
共
団
体
の

経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の
で
、

公
共
団
体
の
会
計
と
は
違
い
、
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
会
計
予
算
は
、

６
億
２
、３
８
５
万
８
千
円
で
前
年

度
よ
り
約
１０
・
５
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
「
宿
毛
駅
開

業
１０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
事
業
�

５
０
１
万
８
千
円

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
費
補
助
金

５
０
４
万
４
千
円

集
落
全
体
で
、
農
地
・
農
業
施

設
を
守
っ
て
い
く
事
を
目
的
に

農
地
が
持
つ
多
面
性
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
に
対
し
補
助
す
る

も
の
。（
５
年
間
）
　
　
　
　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実
践
支
援
事
業
�
　

３
２
４
万
円

観
光
案
内
板
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
実
施
�
　
　

　
咸
陽
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
費
�
　

５
、４
７
６
万
５
千
円

　
　
　
　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業

１
４
８
万
６
千
円

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
な

居
場
所
の
確
保
を
目
的
と
し
、

主
に
小
学
生
を
対
象
に
学
習
支

援
等
を
行
う
も
の

�
四
国
高
校
陸
上
競
技
大
会
招
致
事
業
�

１
３
１
万
５
千
円

四
国
高
校
陸
上
大
会
（
約
３
０

０
名
参
加
）
を
宿
毛
市
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
す

る
た
め
の
備
品
購
入
費
な
ど



④

４
月
１
日
よ
り
市
職
員
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
採
職
員
氏
名
（
所
属
）

　
国
、
県
と
の
連
携
を
図
り
取
り

組
ん
で
い
る
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を

強
化
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
よ
り
、

宿
毛
市
の
企
画
官
と
し
て
３
年
間

の
期
限
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
宿
毛
市
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
で
は
、
新

入
生
が
学
校
に
通
い
始
め
る
こ
の

時
期
の
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
ま
た
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
を
見
守
る
継

続
的
な
活
動
の
た
め
、
独
自
に
委

嘱
し
た
「
宿
毛
市
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
」
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、

４
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
５
月

末
ま
で
行
い
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
服
装
や
車
両

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
６
月
か
ら
は
昨
年
同
様
、

文
科
省
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な
る
予
定
で
す
。

服
　
装

蘆
グ
リ
ー
ン
の
ベ
ス
ト
に
「
宿
毛
市
教

育
委
員
会
」「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

の
文
字

蘆
グ
リ
ー
ン
の
帽
子
に
「
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
」
の
文
字

車
　
両

パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
青
色
回
転
灯
を

点
灯
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宿
毛
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

蕁
６
３
―

４
１
９
７

　
平
成

１９
年
第
３
回
宿
毛
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
教
育

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
長

　
岡
　
松
　
　
泰
　
氏

岡
松
　
泰
　
氏
の
略
歴

関
西
大
学
卒

昭
和

５１
年
　
土
佐
清
水
市
立
布
中
学
校
教
諭

平
成
８
年
　
西
土
佐
村
立
西
土
佐
中
学
校
教
頭

平
成

１０
年
　
西
土
佐
村
立
西
ケ
方
小
学
校
校
長

平
成

１９
年
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
委
員

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
宿
毛
」

本
登
録
さ
れ
ま
し
た

　
平
成

１９
年
３
月

２７
日
に
、
国
土

交
通
省
の
進
め
る
住
民
参
加
型
の

継
続
的
な
地
域
お
こ
し
を
行
う
事

業
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
に
片
島

港
を
核
と
し
た
宿
毛
湾
港
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
み
な
と
ま
ち
」
に
か

つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
そ
う

と
官
民
で
組
織
さ
れ
た
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
宿
毛
実
行
委
員
会
」
が
開

催
し
た
、
物
産
市
「
と
れ
と
れ
市
」

や
市
営
定
期
船
に
よ
る
宿
毛
湾
ク

ル
ー
ズ
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
本
登
録

を
契
機
と
し
て
、「
と

れ
と
れ
市
」
の
定

期
的
な
開
催
な
ど

今
後
も
よ
り
一
層

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

「
み
な
と
ま
ち
」

を
目
指
し
取
り
組

み
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

み
な
と
オ
ア
シ
ス
宿
毛
実
行
委
員

会
事
務
局
（
企
画
課
内
）

蕁
６
３
―

１
１
１
８

岡
　
崎
　
若
　
菜

（
税
務
課
）

杉
　
本
　
　
　
望

（
保
健
介
護
課
）

横
　
山
　
由
　
衣

（
保
健
介
護
課
）

山
　
本
　
恵
　
子

（
沖
の
島
へ
き
地
診
療

所
）

宮
　
闢
　
　
　
修

（
沖
の
島
へ
き
地
診
療

所
 

医
師
）

田
　
村
　
　
　
崇

（
税
務
課
）

大
　
塚
　
　
　
優

（
市
民
課
）

弘
　
田
　
　
　
綾

（
総
務
課
）

末
　
廣
　
賢
　
次

（
企
画
課
　

定
期
船
事

務
所
）

篠
　
上
　
博
　
文

（
税
務
課
）

谷
　
口
　
博
　
一

（
産
業
振
興
課
）

平
　
松
　
和
　
也

（
企
画
課
）

山
　
闢
　
久
美
子

（
千
寿
園
）

松
　
本
　
雅
　
人

（
建
設
課
）

お
か

ま
つ

ひ
ろ
い

情

報

コ

ー

ナ

ー

5月

皐 月
May

教
育
長
が
決
ま
り
ま
し
た

宿
毛
市
新
規
採
用
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す



広報すくも  2007.5⑤

有料広告 有料広告

日

５月 ７日（月）

５月 ８日（火）

〃

〃

５月 ９日（水）

〃

５月１０日（木）

〃

〃

時　間

１４：００～１６：００

 ９：３０～１１：３０

１３：００～１４：００

１５：００～１６：００

 ９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０

 ９：００～１２：００

１５：４０～１６：１０

１６：４０～１７：００

場　　所

小筑紫基幹集落センター

高知はた農協宿毛東出張所

東部農村環境改善センター

橋上生活改善センター

宿毛市役所

　　 〃

片島公民館

すくも湾漁協沖の島支所

すくも湾漁協弘瀬出張所

特定計量器　定期検査日程

母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証

の
交
付
に
つ
い
て

　
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
条
件
が

前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
に

限
ら
れ
る
た
め
、
税
の
確
定
す
る

６
月
ま
で
に
交
付
申
請
書
を
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
と
児
童

※
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に

あ
る
者

受
付
期
間

　
５
月
１
日
（火）
〜
５
月
３１
日
（木）

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
係

持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
全
員
の
保
険
証

・
印
鑑

・
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
（
現

在
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

の
み
）

・
平
成
１９
年
１
月
１
日
現
在
、
宿

毛
市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い

た
方
は
、
そ
の
住
所
地
を
所
管

す
る
税
務
署
が
発
行
す
る
納
税

証
明
書
（
平
成
１８
年
分
申
告
所

得
税
納
税
証
明
書
【
そ
の
１
】）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

特
別
弔
慰
金
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か

　　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

の
方
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
時
点
で
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
、
定
め
ら
れ
た
順
番
に

よ
る
遺
族
１
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

受
付
期
限

　
平
成
２０
年
３
月
３１
日

受
付
場
所

　
宿
毛
市
福
祉
事
務
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た

　
急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
を
踏

ま
え
、
若
い
子
育
て
家
庭
に
お
け

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童

手
当
額
が
一
律
月
額
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
最
初
の
支
給
は
６
月

１２
日
で
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
の

方
は
特
段
の
手
続
き
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
手
当
額
、

支
給
対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制
限

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お

り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

3歳未満の児童手当額（月額）

　　　　　　　　　　（改正前）　　　（改正後）
　第１子、第２子　　�５，０００円　→　１０，０００円
　第３子以降　　　�１０，０００円（現行どおり）

3歳以上の児童手当額（月額）

　第１子、第２子　　�５，０００円（現行どおり）
　第３子以降　　　�１０，０００円（現行どおり）

　特定計量器を「取引」または「証明」に使用する方は、知事が実施
する定期検査を受けなければならないことが計量法で定められています。
　今年は２年に１回の実施年となっていますので、対象となる計量器
をお持ちの方は必ず検査を受けてください。

【問い合わせ先】商工観光課　蕁６３―１１１９

特定計量器（はかり）の定期検査

山口テント装飾
宿毛市南沖須賀2－32（東宿毛駅すぐ西側）

TEL（0880）63－1128  FAX 63－1980

　テント・シート・トラック幌・インテリア
　　貸テント・紅白幕・デザインテント設計施工

エコバック製造
あなたのデザインで縫製できます！
丈夫で洗濯できる帆布製です！

テント鉄骨製作所：宿毛市坂ノ下
蘢場　　所：宿毛市高砂5382－8支所（農協選果場ひろば内）
蘢営業日時：毎日営業（火曜日は定休日）午前8：00～午後3：00

の
地産
地消

大阪府知事賞を受賞！
にんにく満天（ニンニク入り天ぷら）で

安満地 満天クラブの天ぷら



⑥

行
政
相
談

　
行
政
相
談
で
は
、
総
務
大
臣
よ

り
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員

が
、
①
国
の
仕
事
、
②
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

等
の
特
殊
法
人
の
仕
事
、
③
県
や
市

町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・

要
望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
で
受
け

付
け
る
ほ
か
、
宿
毛
文
教
セ
ン
タ

ー
で
定
例
的
に
開
設
さ
れ
る
相
談

所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宿
毛
市
の
行
政
相
談
委
員
は
次

の
方
で
す
。

蘆
松
岡
　
陽
一

　
平
田
町
戸
内
１
０
５
０
―

１
１

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

蘆
福
田
　
延
治
（
新
任
）

　
小
筑
紫
町
小
筑
紫
２
７
２

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

　
今
月
は
春
の
行
政
相
談
週
間
に

合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
５
月
２２
日
（火）
・
２３
日
（水）

　
１３
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
行
政
相
談
委
員
に
福
田
さ
ん

　　
宿
毛
市
の
行
政
相
談
委
員
に
平

成
１９
年
４
月
１
日
付
け
で
、
新
た

に
福
田
延
治
さ
ん
が
委
嘱
を
受
け

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

無
料
人
権
相
談

　
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
の
中

で
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
悩
ん
で
い
る
方
、

他
に
婚
姻
・
離
婚
・
相
続
・
金
銭

貸
借
・
交
通
事
故
等
で
お
困
り
の

方
は
無
料
人
権
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
無
料
人
権
相
談
は
、
年
３
回
（
４
、

６
、
１２
月
）
開
催
し
て
お
り
、
法

務
大
臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
た
人
権

擁
護
委
員
が
、
法
務
局
と
の
連
携

の
も
と
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
。

　
宿
毛
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
で
す
。

　
今
城
　
　
瑞
代

　
山
本
　
　
純
子

　
森
下
　
ヒ
デ
子

　
河
野
　
　
通
孝

　
松
田
　
　
雄
三

　
所
谷
　
三
千
代

　
ま
た
、
高
知
地
方
法
務
局
四
万

十
支
局
で
は
常
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３
―

１２
）

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
０
０

　
平
日
８
時
３０
分
〜
１７
時

　
6
月
の
無
料
人
権
相
談

　　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

日
　
時

　
６
月
１
日
（金）
　
１０
時
〜
１５
時

　
※
相
談
時
間
は
、
一
人
３０
分
で
す
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

受
付
期
間

　
４
月
１
日
（日）
〜
５
月
１１
日
（金）

受
験
資
格
　

日
本
国
籍
を
有
し
、平
成
２０
年
４

月
１
日
現
在
、２０
歳
以
上
２６
歳
未

満
の
大
卒
者
（
見
込
み
を
含
む
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
を
含
む
）
は
２８
歳
未
満
ま
で

試
験
日

　
第
１
次
試
験

　
５
月
１９
日
（土）
・
２０
日
（日）

　
※
２０
日
は
飛
行
要
員
の
み

試
験
会
場

　
高
知
市
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
四
万
十
地
域
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
０
９
６

行政相談委員
福田延治さん

乗
っ
て
残
そ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

コ
バ
ル
ト
色
の
夢
航
路

宿
毛
　
 

佐
伯

宿
毛
　
 

佐
伯

3
時
間

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

統計調査にご協力ください

【問い合わせ先】企画課　蕁６３―１１１８

　６月１日、商業統計調査が全国一斉に行われ

ます。全国の卸売業、小売業を営むすべての事

業所が調査の対象となります。

　この調査は、商業の実態を明らかにし、商業

の振興、中心市街地の活性化など流通産業施策

のための基礎資料となるものです。

　５月下旬から調査員が各事業所に伺います。

　また、この調査は、統計法に基づいて実施さ

れる国の重要な調査です。提出された調査票を、

統計上の目的以外に使用することはありません。

皆さんの

ご協力を

お願いします。



広報すくも  2007.5⑦

防
火
標
語
と
消
防
広
報

　　
平
成
１９
年
度
の
全
国
統
一
防
火

標
語
が
、「
火
は
見
て
る
　
あ
な
た

が
離
れ
る
　
そ
の
時
を
」
に
な
り

ま
し
た
。
防
火
標
語
の
変
更
に
伴
っ

て
宿
毛
市
内
に
放
送
し
て
い
る
消

防
広
報
の
内
容
も
変
更
し
て
い
ま
す
。

逃
げ
遅
れ
な
い
た
め
に

　
火
災
が
起
き
た
場
合
の
死
亡
原

因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
避
難
が
遅
れ

て
煙
に
巻
き
込
ま
れ
る
一
酸
化
炭

素
中
毒
で
す
。
逃
げ
遅
れ
な
い
よ

う
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

煙
か
ら
逃
げ
る
と
き
　
　
　
　
　

　
煙
は
上
の
ほ
う
か
ら
た
ま
っ
て

く
る
の
で
、
姿
勢
を
低
く
し
て
タ

オ
ル
や
衣
服
を
口
に
あ
て
、
呼
吸

は
な
る
べ
く
浅
く
し
て
、
で
き
る

だ
け
煙
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

煙
の
性
質
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
煙
は
天
井
な
ど
に
一
時
的
に
た

ま
り
、
そ
こ
か
ら
徐
々
に
下
に
降

り
て
き
ま
す
。
煙
は
有
毒
ガ
ス
を

含
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
吸
う
と

体
が
動
か
な
く
な
り
、
死
に
つ
な

が
る
大
変
危
険
な
も
の
で
す
。

　
煙
の
進
む
速
さ
は
、
上
昇
す
る

と
き
で
毎
秒
３
〜
５
ｍ
（
か
け
足

の
速
さ
）
、
横
へ
の
広
が
り
は
毎

秒
０
・
５
〜
１
ｍ（
歩
く
早
さ
）で
す
。

避
難
時
の
心
得
　
　
　
　
　
　
　

・
い
っ
た
ん
避
難
し
た
ら
戻
ら
な
い
。

大
事
な
も
の
を
忘
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
避
難
し

た
ら
絶
対
に
中
へ
戻
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

・
服
装
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

寝
て
い
る
と
き
に
出
火
し
た
場
合
、

持
ち
物
や
服
装
に
こ
だ
わ
ら
ず

早
く
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

普
段
か
ら
の
心
得
　
　
　
　
　
　

　
避
難
方
法
は
日
頃
か
ら
２
つ
以

上
確
保
し
て
お
き
、
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
等
で
ベ
ラ
ン
ダ
に
仕

切
板
が
あ
る
場
合
、
壊
し
て
逃
げ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
避

難
は
し
ご
等
の
避
難
器
具
の
位
置

を
確
認
し
、
出
口
に
は
物
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

子
犬
の
譲
渡
会

日
　
時

　
５
月
２３
日
（水）

　
９
時
４０
分
〜
１１
時
５０
分

場
　
所

　
高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

内
　
容

・
子
犬
を
譲
り
た
い
人
の
受
付

　
９
時
４０
分
〜
１０
時
１０
分

・
子
犬
を
飼
い
た
い
人
の
受
付

　
１０
時
〜
１０
時
２０
分

・
譲
渡
犬
の
決
定

※
希
望
者
が
重
複
す
る
場
合
は

抽
選

　
１０
時
２５
分
〜
１０
時
４０
分

・
飼
い
は
じ
め
講
習
会

　
１０
時
４０
分
〜
１１
時
４０
分

・
子
犬
の
譲
り
渡
し

　
１１
時
４０
分
〜
１１
時
５０
分

注
意
事
項

・
子
犬
を
譲
り
た
い
方
は
…

事
前
に
左
記
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
っ
て
、

子
犬
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
子
犬
を
飼
い
た
い
方
は
…

当
日
は
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入

れ
る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
食
品
・

衛
生
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
１
１
９

モ
ラ
ロ
ジ
ー
一
日
セ
ミ
ナ
ー

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
、

『
心
が
つ
く
る
人
生
』
―
家
族
の
絆

を
深
め
よ
う
―
と
題
し
て
一
日
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
心
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、

〝
心
づ
か
い
〞
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
　
時

　
５
月
２３
日
（水）

　
１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

会
　
場

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
会
議
室
１

講
　
師

　
（財）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師

　
市
川
隆
志
（
須
崎
市
）

受
講
料

　
無
　
料

主
　
催

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

中
村
養
護
学
校
公
開
授
業

ウ
ィ
ー
ク

　
中
村
養
護
学
校
は
、
小
学
部
、

中
学
部
、
高
等
部
、
訪
問
学
級
の

あ
る
知
的
障
害
養
護
学
校
で
す
。

社
会
自
立
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

学
校
の
こ
と
や
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
、
学
校
を
次
の
期
間

公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
が
待

っ
て
い
ま
す
。

　公
開
日
時

　
６
月
４
日
（月）
〜
８
日
（金）

　
〈
月
・
火
・
木
〉

　
８
時
５０
分
〜
１５
時
３０
分

　
※
小
学
部
は
１４
時
１０
分
ま
で

　
〈
水
・
金
〉

　
８
時
５０
分
〜
１４
時
３５
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
中
村
養
護
学
校

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
５
１
１

公
共
下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

上
下
水
道
課

蕁
6
3
｜

1
0
0
9

火
は
見
て
る
　

あ
な
た
が
離
れ
る
　

そ
の
時
を



⑧

イラスト：おくだたけし

　
ご
み
の
減
量
化
と
い
う
と
、
ま

ず
リ
サ
イ
ク
ル
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
が
、
再
利
用
で
き
る
も
の
に
は

限
り
が
あ
り
、
多
大
な
費
用
も
掛

か
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
ご
み
を

減
ら
す
に
は
、
ご
み
を
作
ら
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
レ
ジ
袋
、
割
り
箸
、
パ
ッ
ク
包
装
、

こ
れ
ら
の
使
い
捨
て
商
品
は
、
経

済
的
で
利
便
性
が
高
く
皆
に
必
要

と
さ
れ
て
普
及
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
ら
を
使
わ
な
い
こ
と
は
か
な

り
な
不
便
さ
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
不
便
さ

は
ち
ょ
っ
と
し
た
知
恵
や
工
夫
で

乗
り
越
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　
今
の
便
利
な
生
活
を
一
度
に
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
は
小
さ
な
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
み
ん
な
で

行
え
ば
大
き
な
効
果
と
な
る
の
で
す
。

引
き
続
き
ア
イ
デ
ア
募
集

　
「
私
が
し
て
い
る
小
さ
な
小
さ
な

ご
み
減
量
化
」
の
ア
イ
デ
ア
や
体

験
談
を
募
集
し
ま
す
。
す
ぐ
で
き

そ
う
な
こ
と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
戦

を
広
報
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
先

　
宿
毛
市
環
境
課

応
募
方
法

①
郵
送

　
〒
７
８
８
―

０
０
０
４

　
宿
毛
市
長
田
町
３
番

８０
―

１１
号

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
６
３
―

２
１
５
１

③
電
子
メ
ー
ル

　kankyo@
city.

　
　
　
　
　
　sukum

o.kochi.jp

　
広
報
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
の
中
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望

の
方
に
エ
コ
バ
ッ
ク
を
差
し
上
げ

ま
す
。
広
報
で
紹
介
す
る
の
は
年

齢
、
性
別
の
み
で
す
が
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
希
望
の
有
無
と
、
発
送
の
た

め
の
住
所
、
氏
名
を
忘
れ
ず
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
募
集

　
お
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ
ッ

グ
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ひ
広
報
な
ど
で
紹
介
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
市
の
関
連
施
設
か
ら
出
る
ご
み

の
大
半
を
占
め
る
紙
類
を
減
量
す

る
対
策
と
し
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

両
面
印
刷
、
メ
モ
用
紙
に
す
る
な

ど
の
排
出
抑
制
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ピ
ー
用
紙
、
封
筒
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
に
分
別
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
も
徹

底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
の
意
識
の
高
揚
と
、

実
行
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、

各
部
署
ご
と
に
毎
日
記
録
し
て
い

る
「
環
境
保
全
活
動
追
跡
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
内
に
、
用
紙
類
の
使

用
量
の
削
減
の
項
目
を
設
定
し
、

紙
類
の
排
出
抑
制
の
実
行
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
今
で
き
る
こ
と
、
す
ぐ
で
き
る

こ
と
、
今
す
ぐ
み
ん
な
で
行
動
に

う
つ
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
環
境
課
　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

※
「
す
く
も
ご
み
減
量

化
」
な
ど
内
容
が

分
か
る
件
名
を
必

ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

エコバッグにこだわ
る必要はありません
よね。
かわいい風呂敷は、
いいアイデアですね。

毎日使うものだから積み重
なると大きな差になるんで
すよね。
市内のイベント広報などで
もマイ箸を呼び掛けてみよ
うと思います。

これも日々の積み重ねが大
きな差を生みますね。
ごみになりそうなものは最
初からもらわない。これが
大切ですよね。

レ
ジ
袋
の
代
わ
り
に

可
愛
い
風
呂
敷
を

使
っ
て
い
ま
す
。

流
行
れ
ば
い
い
な
ぁ
。

マ
イ
箸
を
持
ち
歩
き
、

外
食
で
割
り
箸
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
等
で
も

割
り
箸
は
も
ら
い
ま
せ
ん
。

肉
や
魚
を
購
入
す
る
際
は
、

精
肉
店
等
で
パ
ッ
ク
を
使
わ
な
い

包
装
を
し
て
も
ら
い
、

ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

27歳 女性46歳 女性19歳 男性

市
役
所
が

し
て
い
る

ご
み
減
量
化

ごみを
減らそう

ご
み
減
量
化
小
作
戦

今
回
も
市
民
の
方
か
ら
の
お
便

り
を
、
環
境
課
か
ら
の
コ
メ
ン

ト
を
添
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



⑨ 広報すくも  2007.5

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
六
号
）

　
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
は

総
額
で
九
十
二
億
八
、
二
九
六
万
六

千
円
で
、
対
前
年
比
六
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二
〜
三

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
三
号
、
議
案

第
六
十
六
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
二
、

四
○
四
万
二
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、

累
計
で
九
九
億
六
、
二
○
二
万
二
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
職
員
退
職
手
当

　
…
…
…
…
五
億
五
、
三
八
○
万
円

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
八
一
八
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

人
事
案
件
二
件
、
「
平
成
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算
」
な
ど
予
算
議

案
二
十
八
件
、
「
宿
毛
市
副
市
長

定
数
条
例
の
制
定
」
な
ど
条
例
議

案
二
十
六
件
、
そ
の
他
の
議
案
十

一
件
の
合
計
六
十
七
議
案
と
、
議

員
提
案
の
「
宿
毛
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

な
ど
条
例
議
案
二
件
、
意
見
書
案

一
件
、
決
議
案
一
件
を
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
二
日
及
び
十
三
日
の
二
日
間
に

八
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十
四
日

に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
呼
崎
地
区
の
市
道
拡
幅
等
に

つ
い
て
」
な
ど
八
件
が
審
議
さ
れ
、

四
件
が
採
択
、
一
件
が
不
採
択
、

三
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

○
知
的
障
害
者
福
祉
費

　
…
…
…
…
…
△
一
、
九
九
四
万
円

○
介
護
保
険
費

　
…
…
…
…
…
△
一
、
七
三
一
万
円

○
生
活
保
護
扶
助
費

　
…
…
…
…
…
△
六
、
六
○
○
万
円

○
塵
芥
処
理
費

　
…
…
…
…
…
△
二
、
四
四
六
万
円

○
林
業
振
興
費

　
…
…
…
…
…
△
二
、
二
九
八
万
円

○
商
工
業
振
興
費

　
…
…
…
…
…
△
三
、
○
三
○
万
円

○
土
木
総
務
費

　
…
…
…
…
…
△
六
、
九
六
九
万
円

○
土
地
区
画
整
理
事
業
費

　
…
…
…
…
…
△
三
、
四
七
七
万
円

○
現
年
度
農
業
施
設
災
害
復
旧
費

　
…
…
…
…
…
△
二
、
四
四
四
万
円

○
現
年
度
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
…
…
…
…
…
△
五
、
二
○
八
万
円

３
月�

７
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
行
政
方
針
の
表
明
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
上
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

８
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

９
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

１０
日
（
土
）
休
　
会

�

１１
日
（
日
）
休
　
会

�

１２
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１３
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１４
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

１５
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１６
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
土
）
休
　
会�

�

１８
日
（
日
）
休
　
会

�

１９
日
（
月
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

２０
日
（
火
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

三
月
定
例
会
日
程

　
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
十
九
年
三
月
七
日
に
開
会
し
、

十
四
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第40号



⑩

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
39
号

第
40
号

第
41
号

第
42
号

第
43
号

第
44
号

第
45
号

第
46
号

第
47
号

第
48
号

第
49
号

第
50
号

第
51
号

第
52
号

第
53
号

第
54
号

第
55
号

第
56
号

第
57
号

第
58
号

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
旅
費
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て宿
毛
市
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
湾
港
工
業
流
通
団
地
へ
の
工
業
等
導
入
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
運
動
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
和
田
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
営
改
良
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
社
会
教
育
基
金
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に
伴
う
事
務
の
承
継
に

つ
い
て

幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
29
号

第
30
号

第
31
号

第
32
号

第
33
号

第
34
号

第
35
号

第
36
号

第
37
号

第
38
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事

業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、
学
校
給

食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡

多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
水
道

事
業
）
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事

業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
、
学
校
給

食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事
業
、
幡

多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
、
水
道
事
業
）
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
副
市
長
定
数
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
施
設
等
整
備
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
表
彰
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

宿
毛
市
監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～～

◎
宿
毛
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
と
同
様
に
休
息
時
間
を
廃
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
職
員
の

終
業
時
間
が
午
後
五
時
三
○
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。

◎
宿
毛
市
特
別
会
計
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
新
た
に
宿
毛
市
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
を
設
置
し
、
事
業

の
円
滑
な
推
進
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
運
動
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
和
田
体
育
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
間
の
使
用
料
の
格
差
を
是
正
し
、

使
用
料
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
使
用
時
間
帯
の
細
分
化

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
　
　
例
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
59
号

第
61
号

第
62
号

第
65
号

第
66
号

第
67
号

第
68
号

第
69
号

意
見
書
案

第
1
号

決
議
　
　

決
議
案
　

第
1
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て宿
毛
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

東
洋
町
へ
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場

立
地
に
反
対
す
る
決
議
に
つ
い
て

～～

◎
宿
毛
市
中
央
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

た
め
、
セ
ン
タ
ー
を
日
曜
日
や
祝

祭
日
も
開
館
し
、
障
害
者
も
利
用

で
き
る
施
設
と
し
て
規
定
す
る
も

の
で
す
。

◎
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
共

同
設
置
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
規
約
に
つ
い
て

　
適
正
な
審
査
判
定
を
行
う
た
め
、

審
査
会
委
員
を
一
名
増
員
し
、
十

五
名
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

◎
幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に

伴
う
事
務
の
承
継
に
つ
い
て

◎
幡
西
衛
生
処
理
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
幡
多
西
部
消
防
組
合
に
幡
西
衛

生
処
理
組
合
を
統
合
す
る
こ
と
に

伴
い
、
議
会
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　
平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を

全
会
一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
山
下
博
文
氏
（
再
任
）

　
　
宿
毛
市
幸
町

　
田
村
剛
基
氏
（
再
任
）

　
　
宿
毛
市
萩
原

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

＊
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
文
は
割

愛
し
ま
す
。

◎
安
心
・
安
全
な
公
務
・
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ

れ
た
次
の
決
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

◎
東
洋
町
へ
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
最
終
処
分
場
立
地
に
反

対
す
る
決
議

　
財
政
難
に
あ
え
ぐ
地
方
の
現
状

を
思
う
と
き
、
田
嶋
東
洋
町
長
の

苦
渋
の
選
択
は
分
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、

議
会
に
も
諮
ら
ず
、
住
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
も
得
ぬ
ま
ま
、
応
募
を

し
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

　
施
設
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、

学
者
間
に
も
意
見
の
違
い
が
あ
り
、

な
お
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
は
近
い

将
来
高
い
確
立
で
南
海
大
地
震
が

発
生
す
る
事
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
は
安
全
性
に
対
す
る
住
民

の
不
安
や
一
次
産
業
、
観
光
等
に

対
す
る
影
響
、
風
評
被
害
な
ど
、

多
く
の
危
惧
す
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
高
知
、
徳
島
両
県
か
ら
は
も
ち

ろ
ん
、
周
辺
自
治
体
か
ら
も
強
い

反
対
の
意
思
が
示
さ
れ
、
理
解
が

得
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
、
文

献
調
査
を
開
始
す
れ
ば
大
き
な
禍

根
を
残
す
こ
と
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
宿
毛
市
議
会
と
し
て
は
、

今
回
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

最
終
処
分
場
調
査
へ
の
応
募
に
対
し
、

国
は
認
可
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
決
議
す
る
。

人

事

案

件

意
　
見
　
書

決
　
　
議



⑫

A
　
宿
毛
湾
養
殖
魚
の
年
間
水
揚

額
は
一
五
〇
億
円
以
上
と
言
わ
れ

て
お
り
、す
く
も
湾
漁
協
の
水
揚
げ

と
合
わ
せ
て
、
水
揚
げ
高
二
〇
〇

億
円
も
可
能
だ
と
考
え
る
が
、
こ

の
特
色
を
活
か
し
た
政
策
で
、
自

立
の
で
き
る
強
い
宿
毛
市
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
干
潮
時
に
船
の
着
け
な

い
漁
港
が
あ
る
が
、
浚
渫
、
護
岸

整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
水
産
業
は
こ
の
地
域
の
基
幹

産
業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
漁
協

が
養
殖
魚
販
売
に
参
入
し
、
ブ
ラ

ン
ド
化
を
確
立
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
漁
業
者
、
漁
協
、

行
政
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
湊
浦
、

大
浦
、
宇
須
々
木
の
浚
渫
、
そ
し

て
藻
津
の
浚
渫
と
護
岸
整
備
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。

A
　
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ん
の

危
機
感
が
い
つ
ま
で
持
続
す
る
か

が
問
題
で
あ
り
、
組
織
の
継
続
、

活
動
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

継
続
す
る
た
め
の
施
策
を
議
題
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、

整
備
に
対
す
る
材
料
費
の
補
助
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、

全
国
的
に
も
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
九
年

度
新
た
に
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
き
、

組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

材
料
費
の
補
助
は
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

A
　
高
砂
の
近
く
に
県
が
整
備
中

の
仮
称
「
す
く
も
な
か
よ
し
公
園
」

が
財
政
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
計

画
し
て
い
た
遊
具
等
の
整
備
を
中

止
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
聞
い
た
が
、

計
画
に
沿
っ
た
整
備
を
し
て
、
子

育
て
に
役
立
つ
公
園
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

B
　
国
の
補
助
事
業
で
整
備
が
進

ん
で
い
る
が
、
市
が
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
負
担
金
を
出
し
て
い
る
。

計
画
の
カ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
要
望
を
し
、
皆
様
に
気
に
入
っ

て
も
ら
え
る
公
園
に
し
た
い
。

A
　
要
介
護
認
定
者
は
市
町
村
に

申
請
し
て
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
の
発
行
を
受
け
、
税
務

署
へ
提
出
す
れ
ば
所
得
税
が
減
額

さ
れ
、
住
民
税
等
も
減
る
。
す
で

に
発
行
し
て
い
る
四
万
十
市
民
は

減
税
措
置
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

宿
毛
市
も
市
民
の
合
法
的
減
税
の

た
め
認
定
書
を
発
行
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

B
　
国
や
県
が
「
要
介
護
認
定
結

果
の
み
を
も
っ
て
障
害
者
に
準
ず

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日

間
に
八
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

中
平
富
宏
 

議
員

産
業
振
興
に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

介
護
認
定
者
の
減
税

手
続
き
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織

に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】
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A
　
最
近
、
パ
チ
ン
コ
フ
ァ
ン
が

多
く
、
若
者
た
ち
が
夜
遅
く
ま
で

す
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
意
欲
が

失
わ
れ
、
夫
婦
が
遅
く
ま
で
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
夜

遅
く
ま
で
家
で
待
っ
て
い
る
話
を

聞
く
。
宿
毛
市
と
し
て
、
営
業
時

間
を
午
後
十
時
ま
で
に
で
き
な
い
か
。

B
　
高
知
県
遊
技
場
協
同
組
合
の

申
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
営
業
時
間

は
午
後
十
一
時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
私
と
四
万
十
市
長
も
、
午
後
十

時
ま
で
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
営
業
時
間
の
制
限

と
い
う
も
の
は
、
市
の
方
か
ら
法
律
、

条
例
を
も
っ
て
で
き
な
い
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
る
。

る
も
の
と
み
な
す
の
は
不
適
切
な

取
り
扱
い
」
と
し
て
い
る
。
他
の

自
治
体
で
の
認
定
書
発
行
は
承
知

し
て
い
る
が
、
宿
毛
市
と
し
て
は

認
定
書
発
行
は
で
き
な
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
宿
毛
市
で

は
認
定
の
申
請
書
を
置
い
て
い
な

い
し
、
発
行
実
績
も
な
い
。
発
行

す
る
と
し
て
も
基
準
づ
く
り
も
あ
り
、

県
と
も
相
談
し
て
み
る
。

A
　
十
二
月
に
市
か
ら
急
に
「
和

田
保
育
園
を
十
八
年
度
末
で
廃
止
」

の
説
明
が
あ
り
、
地
元
で
は
大
反

対
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
個
別
の
廃
止
説
明
で
は
な
く
、

住
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
保
育
行

政
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
延
長
保
育
の
要
望
に
も
応

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
和
田
保
育
園
の
急
な
廃
止
説

明
は
、
行
政
側
の
勇
み
足
で
あ
っ
た
。

今
後
こ
う
い
う
取
り
扱
い
は
絶
対

し
な
い
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
今
、
基
礎
資
料
を
作
成
し
て

い
る
段
階
で
あ
り
、
す
ぐ
に
は
示

せ
な
い
。

　
延
長
保
育
は
要
望
を
聞
き
、
現

職
員
体
制
で
可
能
な
範
囲
で
実
施

に
努
め
る
。

A
　
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
全

国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
、
小
中
学

校
の
内
、
約
二
四
〇
万
人
を
対
象

に
六
〇
億
円
を
か
け
、
受
験
産
業

へ
業
務
委
託
し
、
実
施
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
学
校
を
成
績
別
に
序
列
化
し
、

子
ど
も
の
過
剰
な
競
争
を
あ
お
り
、

教
育
を
荒
廃
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

宿
毛
市
教
委
は
こ
れ
に
参
加
す
べ

き
で
な
い
。

B
　
教
育
委
員
会
や
学
校
が
教
育

施
策
の
成
果
と
課
題
の
把
握
と
検

証
を
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
目
的
で
あ
り
、
宿
毛
市
教
育
委

員
会
と
し
て
も
実
施
に
取
り
組
む
が
、

学
校
ご
と
の
結
果
公
表
は
考
え
て

い
な
い
。

A
　
宿
毛
湾
で
漁
獲
さ
れ
る
魚
に

付
加
価
値
を
高
め
る
加
工
品
開
発

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政

が
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
一
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
い

い
も
の
が
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
。
宿
毛
市
、
大
月
町
、
漁

協
等
が
協
力
体
制
を
整
え
て
、
特

産
と
な
る
魚
の
加
工
品
の
ア
イ
デ

ア
を
持
ち
寄
っ
て
、
試
作
品
を
作

っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
こ
の
取

り
組
み
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

A
　
小
筑
紫
町
の
中
心
地
周
辺
は

歩
道
が
な
く
、
地
域
住
民
生
活
に

非
常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る
。

　
小
筑
紫
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
、

地
域
発
展
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　B
　
宿
毛
市
と
し
て
も
、
当
市
の

重
点
事
業
に
位
置
づ
け
て
お
り
、

今
後
も
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

A
　
昨
年
六
月
に
改
正
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
成
立
し
た
が
、

減
ら
な
い
家
庭
ご
み
の
中
で
、
ト

レ
イ
な
ど
の
容
器
包
装
ご
み
を
減

量
削
減
す
れ
ば
、
ご
み
の
量
が
減
り
、

市
の
財
政
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
。

　
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
マ
イ
バ
ッ
ク

推
進
を
含
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

B
　
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
再
利

用
等
の
問
題
は
、
市
民
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
レ
ジ
袋
や
ト
レ
イ
等
の
減
量
は
、

平
成
十
四
年
度
よ
り
、
マ
イ
バ
ッ

ク
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。
昨
年
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
改
正

さ
れ
、
消
費
者
や
行
政
も
レ
ジ
袋

等
の
排
出
抑
制
の
促
進
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
本
市
で
も
分
別
収
集

計
画
を
改
正
し
、
施
策
を
定
め
た

う
え
で
、
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

　A
　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト

に
つ
い
て

パ
チ
ン
コ
店
の

営
業
時
間
に
つ
い
て

小
筑
紫
バ
イ
パ
ス

早
期
実
現
に
つ
い
て

浦
尻
和
伸
 

議
員

漁
業
振
興
に
つ
い
て

菊
地
　
徹
 

議
員

保
育
行
政
に
つ
い
て

家
庭
ご
み
の
減
量

に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て



⑭

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施
策
を
聞

く
。

　
県
は
観
光
立
県
を
目
指
し
、
観

光
客
を
積
極
的
に
も
て
な
す
こ
と

を
目
的
に
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
養
成
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い

た
い
。

B
　
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
島

や
沿
岸
部
の
漁
村
に
滞
在
し
、
地

域
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
地
元

住
民
と
交
流
す
る
生
活
体
験
で
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
余
暇

活
動
の
こ
と
で
あ
る
。

　
国
交
省
や
水
産
庁
が
漁
村
滞
在

型
余
暇
活
動
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

本
市
で
も
昨
年
十
月
に
推
進
協
議

会
を
設
立
し
、
小
筑
紫
町
栄
喜
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
本
年

秋
ご
ろ
に
は
、
干
物
づ
く
り
、
刺

し
網
漁
、
魚
の
調
理
体
験
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
修
学
旅
行

や
観
光
客
な
ど
の
誘
致
を
図
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
い
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
に
つ
い
て
は
、
豪
華
客
船
の

入
港
時
や
、
一
般
観
光
客
の
観
光

案
内
な
ど
、
強
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
専
門
的
な
知
識
も
必
要

で
あ
り
、
今
後
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
登
録
制
に
す
る
な
ど
、

お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
す
る

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

A
　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
二
〇
一
一

年
七
月
二
十
四
日
を
も
っ
て
終
了

す
る
が
、
難
視
聴
地
域
に
対
す
る

対
応
と
、
市
内
に
あ
る
共
聴
施
設

の
現
状
把
握
と
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
聞
く
。

B
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
本
市

に
お
い
て
も
、
十
九
年
度
中
に
も

宿
毛
・
平
田
の
二
つ
の
中
継
局
か

ら
発
信
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
受

信
エ
リ
ア
が
確
定
で
き
な
い
状
況

で
は
あ
る
が
、
共
聴
施
設
を
改
修

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
改
修
は
、
放
送
事
業
者
と
受
益

者
の
負
担
が
基
本
だ
が
、
総
務
省

で
辺
地
共
聴
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化

支
援
と
し
て
補
助
制
度
が
創
設
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
補
助
要
綱
等

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
制
度
を
活

用
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
も
開
設
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
る
対
応
も
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

A
　
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
拡
大
は
、

地
震
発
生
時
等
非
常
時
の
通
信
手

段
と
し
て
も
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
が
、
現
在
の
整
備
状
況
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
受
信
困
難
地
域
の
楠
山
地
域

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
人
口
だ
け

で
な
く
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の
入
り
込

み
客
等
、
交
流
人
口
の
こ
と
も
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
携
帯
電
話
事
業
者
か
ら
は
、
時

期
は
未
定
で
あ
る
が
、
場
所
も
含

め
て
検
討
し
て
い
る
と
の
回
答
を

得
て
お
り
、
引
き
続
き
早
急
な
整

備
に
向
け
た
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

A
　
県
道
四
号
線
の
改
良
は
、
高

知
県
側
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

時
間
短
縮
だ
け
で
な
く
、
災
害
発

生
時
の
救
援
や
物
資
輸
送
に
も
重

要
な
路
線
で
早
急
に
整
備
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
対
応
を

聞
く
。

B
　
宿
毛
津
島
線
に
つ
い
て
は
、

地
震
時
の
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
す

る
た
め
の
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

重
要
な
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
重
点
事
業
に
位

置
づ
け
て
お
り
、
関
係
各
機
関
に

も
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
四
国
遍
路
文
化
を
世
界
遺
産

へ
と
い
う
目
標
を
抱
え
て
い
る
今
、

飛
騨
に
昔
か
ら
伝
わ
る
「
道
を
常

に
美
し
く
保
ち
旅
人
を
待
つ
心
」

清
掃
の
文
化
を
、
文
教
の
里
宿
毛

に
も
根
づ
か
せ
た
い
。

　
市
民
へ
の
啓
発
活
動
も
含
め
、

行
政
の
よ
り
前
向
き
な
清
掃
活
動

へ
の
思
い
を
問
う
。

B
　
公
共
の
場
を
美
し
く
保
つ
こ

と
は
、
行
政
と
し
て
第
一
に
考
え

る
べ
き
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に

条
例
や
法
律
で
縛
る
と
い
う
方
向

性
を
取
る
の
で
は
な
く
、
根
気
あ

る
啓
発
と
い
う
形
を
取
り
た
い
。

清
掃
文
化
を
根
づ
か
せ
る
こ
と
は
、

困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、
市
民

の
協
力
を
い
た
だ
き
努
力
し
て
い

き
た
い
。

A
　
早
稲
田
大
学
の
好
意
に
よ
り

寄
贈
さ
れ
た
旧
高
知
銀
行
の
建
物
は
、

壊
す
こ
と
な
く
、
年
齢
を
越
え
て

多
目
的
に
使
用
で
き
る
場
と
し
て

残
し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
こ
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
有

効
活
用
を
望
ん
で
は
い
る
が
、
現

段
階
で
は
か
な
り
損
傷
も
あ
り
、

即
活
用
は
難
し
い
と
思
う
。

　
耐
震
も
含
め
一
度
専
門
家
に
調

査
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、

早
稲
田
大
学
と
の
協
議
等
も
持
ち

つ
つ
、
よ
き
方
向
を
考
え
た
い
。

寺
田
公
一
 

議
員

地
域
情
報
化
に
つ
い
て

道
路
整
備
に
つ
い
て

有
田
都
子
 

議
員

道
に
清
掃
の
文
化
を
根

づ
か
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

旧
高
知
銀
行
の
活
用

に
つ
い
て
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A
　
子
ど
も
か
ら
笑
顔
を
奪
い
、

学
習
意
欲
を
奪
い
、
ひ
い
て
は
最

悪
の
方
向
へ
進
ん
で
し
ま
う
「
い

じ
め
」
に
対
し
、
す
べ
て
の
者
が
今
、

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
に
き
て
い
る
。

　
学
校
の
み
の
問
題
で
は
な
い
が
、

ま
ず
、
当
市
の
小
中
学
校
の
状
況
、

対
応
等
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
市
内
の
学
校
に
も
い
じ
め
の

問
題
は
存
在
し
て
お
り
、
教
育
機

関
と
し
て
も
そ
の
対
応
に
は
真
摯

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
へ
の
気
配
り
、
声
か

け
を
常
に
心
が
け
る
生
徒
指
導
、

各
学
年
担
任
で
心
の
研
究
部
会
を

設
置
し
、
防
止
対
策
を
研
究
し
て

い
く
、
学
校
と
家
庭
、
教
育
委
員

会
等
各
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
可

能
な
努
力
を
し
、
い
じ
め
の
未
然

防
止
に
取
り
組
み
た
い
。

A
　
本
市
の
活
性
化
の
た
め
、
四

国
西
南
地
域
の
木
材
資
源
を
活
か

し
、
需
要
増
大
を
続
け
て
い
る
集

成
材
加
工
企
業
の
誘
致
を
図
れ
ば
、

雇
用
の
増
加
、
森
林
関
係
の
物
心

両
面
の
浮
揚
に
も
つ
な
が
る
。
検

討
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

B
　
宿
毛
市
は
八
割
方
が
森
林
で

あ
り
、
こ
の
原
料
を
活
か
し
、
ま
た
、

港
の
土
地
を
活
か
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
不
完
全
な
港
も
三
年
後
に
は
防

波
堤
も
三
百
メ
ー
ト
ル
区
間
が
で

き
て
い
る
と
思
う
の
で
、
並
行
的
に
、

県
と
も
ど
も
、
情
報
を
取
り
な
が

ら
企
業
の
誘
致
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

A
　
循
環
型
社
会
を
考
え
る
と
、

焼
却
費
を
か
け
、
灰
と
し
て
い
る

生
ご
み
資
源
が
有
効
活
用
さ
れ
な

い
の
は
問
題
で
あ
る
。

　
焼
却
費
の
一
部
を
減
量
分
に
応

じ
て
減
量
化
活
動
補
助
金
と
し
て

の
制
度
を
つ
く
る
と
か
、
有
効
活

用
の
た
め
の
講
習
会
を
も
つ
と
か
、

減
量
化
へ
の
数
値
目
標
を
も
っ
て

対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。
　

B
　
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
有
機

農
業
が
で
き
る
よ
う
な
形
を
取
れ

れ
ば
良
い
と
思
う
が
、
数
値
目
標

と
ま
で
に
な
る
と
、
施
設
の
件
、

財
政
の
問
題
も
あ
り
、
気
持
ち
は

い
っ
ぱ
い
だ
が
一
歩
踏
み
出
せ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
満
杯
で
、

減
量
化
が
課
題
で
あ
り
、
市
民
に

働
き
か
け
る
と
い
う
意
味
で
講
習

会
な
ど
は
実
施
し
て
い
き
た
い
。

A
　
都
市
と
地
方
の
格
差
が
拡
大
し
、

三
位
一
体
改
革
等
で
財
源
不
足
と

な
る
苦
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

地
域
の
活
性
化
策
と
し
て
住
民
が

起
業
す
る
際
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や

若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
国
、

県
の
施
策
を
活
用
し
て
、
積
極
的

に
取
り
組
む
時
で
は
な
い
か
。

B
　
幡
多
地
域
の
求
人
倍
率
は
〇
・

四
六
と
い
う
こ
と
で
、
雇
用
の
場

は
非
常
に
少
な
い
。
工
業
団
地
内

の
未
進
出
企
業
に
対
し
、
本
年
一

月
に
は
、
大
阪
、
京
都
へ
、
二
月

に
は
愛
媛
へ
進
出
の
働
き
か
け
を

し
た
。

　
湾
港
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

県
も
三
名
の
担
当
職
員
を
配
置
し

て
九
州
方
面
を
中
心
に
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

本
市
も
国
土
交
通
省
の
方
を
お
招

き
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
住
民
の
起
業
に
つ
い
て
は
、
や

り
方
が
わ
か
ら
な
い
若
者
も
多
く

い
る
の
で
、
国
、
県
の
緒
制
度
も

紹
介
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

A
　
異
常
な
燃
料
高
の
中
で
、
現

在
の
経
営
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
市
も
単
独
で
平
成
十
九

年
度
ま
で
年
二
千
万
円
、
三
年
間

支
援
し
て
い
る
が
、
今
後
の
支
援

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

B
　
運
行
開
始
か
ら
二
年
が
過
ぎ
た
。

旧
フ
ェ
リ
ー
運
行
時
の
六
割
程
度

の
実
績
を
上
げ
る
一
方
、
人
件
費

の
三
割
カ
ッ
ト
な
ど
企
業
と
し
て

最
大
の
経
営
努
力
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
燃
料
費
は
運
航
経
費
の
三

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
経
営

を
圧
迫
し
、
経
常
収
支
の
改
善
は

今
後
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く

と
考
え
ら
れ
る
。

　
船
舶
の
購
入
費
用
も
含
め
て
今

日
ま
で
県
、
市
、
幡
多
広
域
、
民

間
団
体
等
の
支
援
は
総
額
三
億
五

千
七
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
十
年
度
以
降
の
市
単
独
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
経
営
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
本
航
路
は
九
州
と
当
地
域
を
結

ぶ
海
の
国
道
と
し
て
重
要
な
航
路

で
あ
る
の
で
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
に
向
け

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

生
ご
み
の
堆
肥
化

に
つ
い
て

田
中
徳
武
 

議
員

宮
本
有
二
 

議
員

産
業
振
興
と
雇
用
促
進

に
つ
い
て

宿
毛
佐
伯
フ
ェ
リ
ー
の

航
路
支
援
に
つ
い
て

木
材
加
工
企
業
の

誘
致
を



⑯

　
春
ら
ん
漫
の
好
季
節
が
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
団
塊
の
世
代
の
退

職
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
、

宿
毛
市
で
も
多
く
の
退
職
者
が

あ
り
、
特
に
管
理
職
の
方
の
か

つ
て
な
い
勇
退
が
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
議
員
の
任
期
も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
、
今
期
定
例
会
が

最
後
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
新
た
な
十

六
名
の
議
員
が
誕
生
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
改
選

後
の
新
メ
ン
バ
ー
で
さ
ら
に
充

実
し
た
紙
面
づ
く
り
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

　
引
続
き
皆
さ
ん
の
ご
愛
読
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

宮

本

有

二

蘢

有

田

都

子

蘢

寺

田

公

一

蘢

西

郷

典

生

蘢

菱

田

征

夫

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
六

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

採
　
　
択

採
　
　
択

採
　
　
択

不
採
択

採
　
　
択

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

陳
情
　

第
55
号

第
58
号

第
59
号

第
60
号

第
61
号

第
49
号

第
50
号

第
51
号

（
今
議
会
提
出
分
）

災
害
時
に
お
け
る
高
砂
地
区
民
の
避
難
経
路
の
確
保

に
つ
い
て

呼
崎
地
区
の
市
道
拡
幅
等
に
つ
い
て

安
心
・
安
全
な
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

改
憲
手
続
き
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
前
議
会
提
出
分
）

四
季
の
丘
と
貝
塚
地
区
を
結
ぶ
防
災
道
路
の
整
備
に

つ
い
て

貝
塚
団
地
四
号
線
の
排
水
路
起
点
の
改
修
に
つ
い
て

貝
塚
史
跡
隣
接
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は６月中旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

また、委員会も傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか…

　
第
一
回
臨
時
会
が
一
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
幡
西
衛
生
処
理
組
合
規
約

を
改
正
す
る
規
約
と
幡
多
西
部
消
防
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の

二
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

■
第
一
回
臨
時
会
の
概
要
■
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楽
し
い

陶
芸
教
室

受
講
生
募
集

　
中
央
公
民
館
で
は
５
月
か
ら
陶

芸
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　
忙
し
い
毎
日
を
忘
れ
て
、
癒
し

の
時
間
を
陶
芸
教
室
で
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
少
人
数
で
ゆ
っ
た
り
と
心
休
ま

る
落
ち
着
い
た
環
境
で
、
つ
く
る

喜
び
、
つ
か
う
楽
し
み
が
き
っ
と

味
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

場
　
所

　
中
央
公
民
館
２
階
創
作
室

実
施
日

　
毎
月
第
３
水
、
木
曜
日

　（
２
日
間
連
続
）

　
１３
時
３０
分
〜
１６
時

　
前
期
コ
ー
ス
（
５
月
〜
８
月
）

　
後
期
コ
ー
ス
（
１１
月
〜
２
月
）

※
前
期
、
後
期
の
ど
ち
ら
か
を
お

選
び
く
だ
さ
い
。

講
　
師
　
下
元
　
か
お
る

受
講
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
材
料
代
は
各
自
負
担

と
な
り
ま
す
。

募
集
定
員
　
各
コ
ー
ス
１０
名

※
申
し
込
み
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
選
考
に
よ
り
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
心
者
の
た
め
の

香
道
教
室
受
講
生
募
集

　　
昨
年
１２
月
に
歴
史
館
の
企
画
で

聞
香
会
を
実
施
し
、
多
く
の
参
加

者
か
ら
反
響
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、
中
央
公
民
館
で
は
５
月
か

ら
、
初
心
者
の
た
め
の
香
道
教
室

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
武
士
の
た
し
な
み

と
し
て
広
く
嗜
好
さ
れ
た
「
お
香
」

の
雰
囲
気
を
実
際
に
焚
い
て
体
験

し
ま
す
。
香
遊
び
は
心
の
遊
び
で
す
。

心
を
ゆ
っ
く
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

場
　
所

　
中
央
公
民
館
２
階
和
室

実
施
日

　
毎
月
第
４
日
曜
日

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

講
　
師

　
東
條
耀
峰
（
香
道
古
心
流
師
範
）

参
加
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
材
料
代
は
各
自
負
担

と
な
り
ま
す
。

募
集
定
員
　
１０
名
　

※
先
着
順

子
ど
も
と
本
と
を
結
ぶ
仲
間
の
輪

を
拡
げ
る
読
書
講
座

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

　
坂
本
図
書
館
で
は
、
今
年
度
も

読
書
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

今
回
は
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講

座
で
す
。

　
子
ど
も
に
夢
を
届
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
世
界
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
こ
の
講
座
へ
の
参
加
は
、

原
則
と
し
て
２
講
座
と
も
出
席
で

き
る
方
と
し
ま
す
。

講
　
師
　
中
内
美
江
さ
ん

　
（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

日
　
時

　
第
１
回
　
５
月
２６
日
（土）

　
　
　
　
　
１３
時
〜
１５
時

　
第
２
回
　
１１
月
２４
日
（土）

　
　
　
　
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

坂本図書館の新刊案内

蘚図書館へ行こう！ 図書館クイズ
　知識と情報の宝庫＝図書館活用術

山形県鶴岡市立 朝暘第一小学校 編／国土社

蘚楽しく遊ぶ学ぶきせつの図鑑
　はるなつあきふゆ

長谷川 康男 監修／小学館

蘚色の大研究 １～４
日本色彩研究所 監修／岩崎書店

蘚１０００の星のむこうに
アネッテ・ブライ 文・絵／木本 栄 訳／岩波書店

蘚月あかりのおはなし集
アリソン・アトリー 作／こだま もとこ 訳／小学館

おじいさんやおばあさんが子
どもだった頃、妖精や化物は、
わたしたちのすぐ近くにいた
んですよ…。ゾクッと不思議
なアトリーの魔法の世界がい
まよみがえる！「マルハナハ
チさんとネズミのおかみさん」
ほか名作６編を収録。

蘚ＮＨＫためしてガッテン
　生活常識の大逆転暮らし 得 アップ術

北折 一 著／ためしてガッテン制作班 監修／家の光協会

蘚健康診断でコレステロール値が高めの
　人が読む本

平野 勉 著／幻冬舎

蘚キッズ・キッチン
　五感で学ぶ食育ガイド

坂本 廣子 著／かもがわ出版

蘚小学五年生
重松 清 著／文芸春秋

蘚ディック・ブルーナさんの絵本のつくりかた
　ミッフィーはどうやって生まれたの？

みづゑ編集部 編／美術出版社
ミッフィーが愛される理由と
は？新しい絵本はどうやって
生まれるの？ミッフィーの生
みの親、ブルーナさんのアト
リエを訪ねていろんなことを
聞きました。ミッフィーの描
き方やオランダ旅ガイドなど
も紹介します。

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット
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平
成
１９
年
度
予
算
他
を
審
議
可

決
い
た
だ
い
た
３
月
議
会
も
終
了
し
、

議
員
の
皆
様
に
は
、
今
期
限
り
で

引
退
さ
れ
る
方
、
再
選
に
向
か
っ

て
選
挙
活
動
に
入
ら
れ
る
方
、
そ

れ
ぞ
れ
胸
に
秘
め
た
も
の
を
も
っ

て
閉
会
に
臨
ま
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
引
退
さ
れ
る
方
々
に
対
し

ま
し
て
は
、
本
稿
を
借
り
ま
し
て
、

永
年
の
宿
毛
市
政
に
対
す
る
御
貢

献
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
年
度
末
は
祝
事
が
続
き
心
も
浮

き
ま
し
た
。

　
先
月
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
篠

山
小
中
学
校
新
校
舎
が
完
成
し
、

県
境
を
越
え
た
正
木
、
山
北
両
地

区
の
皆
様
の
手
に
よ
っ
て
地
域
の

皆
様
や
保
護
者
等
多
数
の
関
係
者

が
参
加
さ
れ
、
落
成
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
が
心
か

ら
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
一

定
の
課
題
は
あ
る
も
新
築
を
推
進

し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
木

造
の
す
て
き
な
校
舎
で
、
市
内
に

も
こ
の
よ
う
な
校
舎
を
建
て
て
あ

げ
た
い
な
あ
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

市
民
の
皆
様
に
も
是
非
一
度
見
に

行
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
思
い
に

賛
同
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
更
に
県
境
で
の
祝
い
事
、
国
道

５６
号
線
の
ト
ン
ネ
ル
と
橋
の
完
成

に
よ
る
開
通
式
が
あ
り
ま
し
た
。

曲
が
っ
た
道
路
を
真
直
ぐ
に
し
て

延
長
が
３
０
０
m
短
く
な
り
ま
し
た
。

高
知
方
面
へ
も
こ
の
様
に
早
く
曲

が
っ
た
道
を
直
に
し
て
も
ら
う
こ

と
が
私
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
点
、
平
田
の
中
核
工
業

団
地
に
新
し
く
、
愛
知
県
一
宮
市

か
ら
ハ
ジ
メ
産
業
（株）
が
進
出
し
て

く
れ
ま
し
て
、
内
部
機
械
の
設
置

も
終
了
し
、操
業
開
始
を
前
に
落
成

式
と
入
社
式
が
行
わ
れ
、
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宿
毛
の

若
者
も
１５
名
採
用
し
て
い
た
だ
き
、

雇
用
も
今
後
の
展
開
に
よ
っ
て
増

や
し
て
い
く
と
い
う
力
強
い
言
葉

を
社
長
か
ら
い
た
だ
き
、地
域
活
性

化
の
一
助
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
既
に
就
業
さ
れ
て
い
る
タ
イ

ム
技
研
（株）
社
長
の
ご
紹
介
に
よ
る

も
の
で
、
今
後
の
製
造
現
場
の
拡

大
を
図
る
こ
と
に
宿
毛
を
選
ん
で

く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
新
た
な
誘
致
も
大
切
で
す
。
と

同
時
に
既
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
企
業
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と

で
新
た
な
誘
致
に
も
つ
な
が
る
と

い
う
思
い
も
致
し
ま
し
た
。

　
県
議
選
に
お
い
て
、
期
日
前
投

票
所
で
投
票
用
紙
の
配
布
ミ
ス
が

あ
り
、
２０
票
が
無
効
と
な
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
選
管
委
員
長
が
辞
任

し
た
。
本
件
に
つ
い
て
の
考
察
で
す
。

　
１
点
目
は
、
こ
の
件
で
責
め
ら

れ
る
べ
き
は
異
な
る
用
紙
を
配
布

し
た
と
い
う
事
務
局
の
単
純
ミ
ス

に
あ
る
。
行
政
を
あ
ず
か
る
者
は

こ
の
よ
う
な
単
純
ミ
ス
を
絶
対
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
組
織
・

人
が
配
置
さ
れ
、
二
重
三
重
の
確

認
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
あ
る
は
ず
。「
間

違
い
は
誰
に
で
も
あ
る
、
オ
ー
ラ
イ
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
市
民
の
権

利
侵
害
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
職
員
に
は
こ
の
事
件
を
契
機
に

「
単
純
ミ
ス
を
絶
対
し
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
を
改
め
て
持
っ
て
も
ら

い
た
い
。

　
２
点
目
は
、
選
挙
管
理
委
員
の

皆
様
に
は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
頃
か
ら
大

変
な
苦
労
を
お
か
け
し
、
今
回
の

件
に
関
し
て
も
大
変
な
御
心
痛
で

あ
り
県
選
管
と
も
意
見
協
議
さ
れ

た
中
で
の
苦
渋
の
決
定
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
市
長
と
し
て
は
市

選
管
の
決
定
に
何
ら
口
を
挟
む
権

限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
有
権

者
の
立
場
と
し
て
考
え
た
と
き
の

意
見
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

２０
票
の
無
効
決
定
に
際
し
て
の
根

拠
は
、
異
な
る
用
紙
で
投
票
し
た

場
合
そ
の
票
は
無
効
、
と
い
う
最

高
裁
の
判
例
が
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、
有
権
者

が
故
意
で
し
た
こ
と
で
も
な
く
、

事
務
局
の
ミ
ス
で
大
事
な
一
票
が

無
効
に
さ
れ
る
こ
と
は
、
有
権
者

の
権
利
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
は
期
日
前
に
判
明

し
た
こ
と
で
、
投
票
日
ま
で
に
は

時
間
が
あ
り
、
２０
名
の
方
が
判
る

の
で
あ
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
く

こ
と
な
の
で
、
救
済
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。
最
高
裁
の
判
例
は
、

聞
け
ば
昭
和
２９
年
の
判
例
で
あ
り
、

制
度
が
変
わ
っ
た
今
回
と
は
状
況

が
多
分
に
異
な
る
判
例
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
当
時

は
今
回
と
異
な
り
、
期
日
前
投
票

は
な
く
、
同
日
選
挙
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ミ
ス
は
有

権
者
に
は
な
い
訳
で
、
救
済
を
す

る
べ
き
措
置
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

　
３
点
目
と
し
て
、
無
効
決
定
し

た
翌
日
選
管
委
員
長
が
辞
職
さ
れ

ま
し
た
。
責
任
の
取
り
方
は
、
最

終
的
に
は
ご
本
人
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
申
す

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
権
者

へ
の
対
応
や
投
票
日
が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、

辞
職
を
さ
れ
る
時
期
を
も
う
少
し

慎
重
に
お
考
え
い
た
だ
け
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

【
指
摘
…
市
職
員
の
勤
務
時
間
中

の
行
動
に
つ
い
て
】

　
市
役
所
の
女
性
職
員
数
名
が
、

勤
務
時
間
中
に
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
店
で
買
い
物
を
し
て
い
る
の

を
見
か
け
て
、
市
役
所
の
仕
事

内
容
に
少
し
不
安
を
抱
き
ま
し

た
。

【
回
答
…
宿
毛
市
長
】

　
本
職
員
は
、
平
成
１９
年
２
月

４
日
（日）
に
宿
毛
市
総
合
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
宿
毛
市

主
催
の
『
第
２０
回
さ
わ
や
か
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
』
で
使
用
す
る
景
品
を
購
入

す
る
た
め
に
、
業
務
と
し
て
本

ス
ポ
ー
ツ
店
を
訪
れ
た
も
の
で
、

決
し
て
私
用
で
立
ち
寄
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
職
員
の
行
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
再
三
注
意
を
喚

起
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
親
切
な
応
対
や

規
律
あ
る
行
動
を
取
る
よ
う
指

導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
窓
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有料広告

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　
ご
自
分
の
年
金
に
つ
い
て
、
確

認
さ
れ
た
い
方
や
、
年
金
の
手
続

き
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い

方
な
ど
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
高
知
社
会
保
険
事
務
局

幡
多
事
務
所
が
宿
毛
市
役
所
で
行

っ
て
い
る
出
張
年
金
相
談
が
月
に

２
回
あ
り
ま
す
。
四
万
十
市
ま
で

行
く
の
が
困
難
な
方
な
ど
は
、
こ

の
年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
　
時

　
毎
月
第
１
、
第
３
火
曜
日

　（
休
日
の
場
合
は
変
更
有
り
）

　
１０
時
〜
１２
時
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

持
っ
て
く
る
も
の

年
金
手
帳
な
ど
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

※
代
理
の
場
合
は
、
家
族
で
あ
っ

て
も
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
直
接
、
幡
多
事
務
所
ま
で
行
か

れ
る
方
は
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
な

も
の
を
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
で
確

認
し
て
か
ら
行
か
れ
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
幡
多
事
務
所
で
は
休
日
、

時
間
外
に
年
金
相
談
を
受
け
付
け

す
る
日
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
な
ど

で
平
日
に
受
け
ら
れ
な
い
方
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
カ
月
前

か
ら
電
話
で
の
予
約
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
日
程
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

日
　
時

　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
１９
時
ま
で
延
長

　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
９
時
３０
分
〜
１６
時

場
　
所

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

社
会
保
険
庁
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
平
成
１９
年
４
月
か
ら
年
金
制
度

の
一
部
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

７０
歳
以
上
の
方
も
、
会
社
に
お
勤

め
の
場
合
に
は
、
老
齢
厚
生
年
金

の
全
額
ま
た
は
一
部
の
額
が
支
給

停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
す
ぐ
年
金
を
受
け
る
必
要
の
な

い
方
は
、
老
齢
厚
生
年
金
を
６６
歳

以
降
に
増
額
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

６５
歳
以
上
の
方
の
遺
族
厚
生
年
金

の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
遺
族
厚
生
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
等
の
受
給
権
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
方
は
、
ご
自
身
の
老
齢
厚

生
年
金
等
は
全
額
支
給
さ
れ
、

遺
族
厚
生
年
金
は
、
ご
自
身
の

老
齢
厚
生
年
金
等
に
相
当
す
る

額
が
支
給
停
止
と
な
り
、
そ
の

差
額
の
み
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

若
齢
期
の
妻
の
遺
族
厚
生
年
金
制

度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

・
夫
の
死
亡
時
に
３０
歳
未
満
で
子

を
養
育
し
な
い
妻
等
に
対
す
る

遺
族
厚
生
年
金
は
、
５
年
間
の

有
期
給
付
と
な
り
ま
し
た
。

・
妻
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
に

加
算
さ
れ
る
中
高
齢
寡
婦
加
算
は
、

夫
死
亡
時
に
４０
歳
以
上
で
あ
る

妻
に
、
６５
歳
に
到
達
す
る
ま
で

の
間
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
１９
年
４
月
１
日
以
後
に
離

婚
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
婚
姻

期
間
中
の
厚
生
年
金
を
、
当
事

者
間
で
合
意
し
た
割
合
に
基
づ

き
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

ご
自
身
の
判
断
で
、
年
金
を
受
け

取
ら
な
い
と
い
う
選
択
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
年
金
加
入
中
の
方
）

蕁
０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
年
金
受
給
中
の
方
）

蕁
０
５
７
０
―

０
７
―

１
１
６
５

〒788－0021 宿毛市池島961番地20
 TEL･FAX (0880)65－6071　定休日：日曜・祝日貘要工務店

ご一報ください。増改築から神社仏閣まで請負。
当社は、市内業者で唯一10年以上前から
プレカット機を設置し、地元の木材を最大
限に活用して、丈夫で長持ち、木の香漂う
和みの住まい作りを常にめざしております。

健康に気を使う人は、住まいにも木を使う。
（マイナスイオン発生）あなたと共に夢を現実に!!

夢異路囲炉（野地第2工場）

小径木買い入れ、
賃ビキ致します。（３０袍以下）

テーブル・下駄箱・ついたて等も注
文に応じて製作しています。また、
あなたも日曜大工で家具等を作って
みませんか。エスコートも致します。

ゆめ い ろ い ろ



澣

行
　
　
　
事
　
　
　
名

時
　
間

場
　
　
　
所

問
い
合
わ
せ
先

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

10
時

9
時
30
分

10
時

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

10
時

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

第
55
回
幡
西
卓
球
大
会

19
時

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

19
時

宝
く
じ
文
化
講
演
会

鈴
木
史
朗
講
演
会

宿
毛
市
・
大
月
町
中
学
校
球
技
大
会

　
〜
20
日
（
日
）
　
　

幡
多
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
　

19
時

9
時

開
催
日

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

市
役
所
　
議
事
堂

議
会
事
務
局
　
蕁
6
3
｜

2
9
0
7

各
　
保
　
育
　
園

生
涯
学
習
課
　
蕁
6
3
｜

3
3
9
4

宿
毛
こ
い
の
ぼ
り
実
行
委
員
会

 
 
 
 
 

　
　
蕁
6
3
｜

3
1
2
3

宿
毛
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

第
10
回
桜
墨
会
サ
ー
ク
ル
展

　
〜
6
日
（
日
）

8
時
30
分

8
時

6（
日
）

7（
月
）

2（
水
）

10（
木
）

14（
月
）

16（
水
）

19（
土
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド

松
田
川
親
水
公
園

1（
火
）

15（
火
）

17（
木
）

5（
土
）

20（
日
）

13（
日
）

市
内
　
各
保
育
園

中
央
公
民
館
　
蕁
6
3
｜

2
6
1
8

8
時
30
分

10
時

宿
毛
市
体
育
協
会

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
宿
毛
こ
い
の
ぼ
り
」
事
業
記
念
イ
ベ
ン
ト

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園ほ

か
 

9
時

9
時

9
時

宿
毛
市
体
育
協
会

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

9
時
30
分

第
25
回

高
知
県
少
年
空
手
道
錬
成
大
会

17
時
30
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

宿
毛
市
議
会
臨
時
会

市
役
所
 

税
務
課

宿
毛
市
野
球
場

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

総合型地域スポーツクラブ『スポレクすくも』
2 0 0 7  春 季 ス ポ ー ツ 教 室

ボール運動と

体力づくり
小学生以上

毎週水曜日
５／３０
６／６・１３・２０・２７
７／４

１５：００

１７：００

高校生以上 １，３００円

中学生以下　 ８００円

※２回目からは無料

・体育協会

・スポーツクラブ指導者
和田体育館

対 象 者 開 催 日 時  間 参  加  料 指  導  者 会　場

蘆参加料にはスポーツ傷害共済加入費を含みます。

蘆申し込みは、5月25日（金）までに宿毛市総合運動公園（蕁66－1467）までお申し込みください。

　※途中からの参加もできますので、上記までお問い合わせください。

蘆スポーツのできる服装と体育館シューズ（上履き）を用意ください。

〜

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

心
の
健
康
相
談

四
国
信
金
野
球
大
会
　
〜
20
日
（
日
）

幡
多
福
祉
保
健
所

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

平
成
19
年
　
5
月



広報すくも  2007.5澡

市 役 所 税 務 課
〃

17：30～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
10（木）
24（木）

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※お昼休みも納付できます。

27（日）

※第4日曜日が市議会議員選挙投票日のため第3日曜日とします。

宿
毛
幼
稚
園

21（
月
）

22（
火
）

23（
水
）

24（
木
）

25（
金
）

休
日
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

宿
毛
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

宿
毛
市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

献
　
　
血

献
　
　
血

献
　
　
血

無
料
人
権
相
談

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

17
時
30
分

8
時
30
分

10
時
30
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
サ
ッ
カ
ー
教
室

市
役
所
 

税
務
課

旭
食
品
㈱
宿
毛
支
店

宿
毛
土
木
事
務
所

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

宿
毛
幼
稚
園
　
蕁
6
3
｜

2
9
1
4

9
時

9
時

9
時

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

幡
多
け
ん
み
ん
病
院

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
宿
毛
店

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

19
時

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

心
の
健
康
相
談

幡
多
福
祉
保
健
所

26（
土
）

27（
日
）

10
時

保
健
介
護
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
3

保
健
介
護
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
3

坂
本
図
書
館
　
蕁
6
3
｜

2
6
5
4

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

講
師
・・
中
内
 

美
江
 

さ
ん
（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

13
時

10
時

1（
金
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

人
権
推
進
課
　
蕁
6
2
｜

0
2
2
5

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
（
市
内
一
斉
清
掃
）

※
日
時
等
実
施
内
容
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

市
内
各
地

3（
日
）

環
　
境
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
6
9
7

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
体
育
協
会

第
3
回
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
〜
6
月
2
日
（
土
）

総
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

0
9
4
8

13
時

行
政
相
談
「
定
例
相
談
日
」

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

会
議
室
3

総
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

0
9
4
8

13
時

13
時

13
時

14
時

行
政
相
談
「
定
例
相
談
日
」

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

会
議
室
3

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

6
月

高知競馬公式ホームページ 〈ホームページアドレス〉 http://www.keiba.or.jp  〈i-modeアドレス〉 http://www.keiba.or.jp/i/

高知けいば

固定資産税 1期

軽自動車税 全期

納期限

（木）55
3131
5、6、12、13、19、20、26、275月

2、3、9、10、16、17、23、24、306月

市
内
全
域

宿
毛
市
教
育
研
究
所
　
蕁
6
3
｜

1
1
2
7

あ
い
さ
つ
･
声
か
け
運
動
日

毎
月
20
日
は
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
の
日
　
※
20
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日

「
県
民
交
通
安
全
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
常
の
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
は
大
切
で
す
。
み
ん
な
の
声
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
宿
毛
市
教
育
研
究
所
　
蕁
６
３
―

１
１
２
７



澤

......................................................................................................................

場 　 所 受 付 時 間日
23（水）
24（木）

25（金）

13：00～17：00
14：00～17：00
18：30～19：45
10：30～12：00

幡 多 け ん み ん 病 院
サ ニ ー マ ー ト 宿 毛 店
旭 食 品 ㈱ 宿 毛 支 店
宿 毛 土 木 事 務 所

※幡多けんみん病院…西側玄関から入って正面のエレベーター近くで受け付
けをします。

はい栄 養 状 態 の チ ェッ ク リ スト いいえ

■①６ヵ月で２～３㎏以上の体重減少がありましたか？ □

■ □②ＢＭＩが１８．５未満ですか？

【ＢＭＩの計算式】体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）
＊ＢＭＩとは身長と体重のバランスから計算する「やせ」や「肥満」の指標となるものです。
＊１８．５未満：やせすぎ、２５以上：肥満

「
低
栄
養
状
態
」
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　
低
栄
養
状
態
と
は
、
身
体
を
動

か
す
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
状
態
が
続
く
と
身
体

が
衰
弱
し
、
介
護
が
必
要
な
状
態

や
病
気
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
低
栄
養
状
態
に
な
る
原
因
に
は
、

入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
唾
液
が
少

な
い
な
ど
に
よ
り
、
飲
み
込
ん
だ

り
す
る
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
け

が
で
手
や
足
の
機
能
が
低
下
し
て

料
理
が
で
き
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
食
事
の
量
や
回
数
が
減

っ
た
り
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
料
理

ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な

こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
前
月
号
か
ら
引
き
続
き
、
は
つ

ら
つ
健
診
で
使
用
し
て
い
る
「
生

活
機
能
評
価
」
を
活
用
し
て
、
栄

養
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し

ょ
う
！

　
上
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
お
答

え
く
だ
さ
い
。

診
断
結
果
は
？

　
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
い
か
が
で

し
た
か
？

　
２
つ
と
も
■
に
該
当
す
る
方
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
の
摂

取
が
不
足
し
て
い
る
低
栄
養
状
態

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
病
気
が

原
因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、な

ぜ
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
調

べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
は
つ
ら
つ
健
診
で
は
、
低
栄
養

状
態
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
血
液

検
査
で
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
を
調
べ
て

い
ま
す
。
（
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
…

３
・
８
ｇ
／
ｄ
ｌ
以
下
は
低
栄
養
）

　
ま
た
、
健
康
相
談
の
栄
養
教
室

で
は
、
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
主
菜
に
取
り

入
れ
る
な
ど
工
夫
し
た
低
栄
養
を

防
ぐ
た
め
の
料
理
を
一
緒
に
作
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

低
栄
養
状
態
を

防
ぐ
ヒ
ン
ト

蘆
１
カ
月
に
１
回
は
体
重
を
測
り

ま
し
ょ
う

身
体
の
状
態
の
変
化
を
早
め
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蘆
主
食
と
主
菜
（
お
か
ず
）
を
毎
食
、

食
べ
ま
し
ょ
う

主
食
と
な
る
ご
は
ん
や
パ
ン
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
す
。

主
菜
と
な
る
魚
、
肉
、
卵
、
大

豆
製
品
は
た
ん
ぱ
く
質
の
源
で

す
。

蘆
食
欲
が
な
い
と
き
は
好
き
な
も

の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う気
づ
か
な
い
う
ち
に
食
が
細
く

な
り
が
ち
な
の
で
、
食
欲
が
な

い
と
き
は
、
好
き
な
も
の
を
食

べ
る
こ
と
で
、
食
べ
る
楽
し
さ

や
満
足
感
を
得
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

蘆
脱
水
を
予
防
す
る
た
め
に
、
水

分
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
献
血
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輸
血
用
血
液
等
、
医
療
に
必
要

な
血
液
は
献
血
に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
血
液

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
左

記
日
程
に
よ
り
献
血
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
介
護
課
予
防
係

蕁
６
３
―

１
１
１
３

宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
６
５
―

７
６
６
５

あ
な
た
の
愛
を

献
血
に
！！

元
気
な
う
ち
か
ら
「
介
護
予
防
」
を
！

食
べ
る
楽
し
み
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

献立例：豚肉のごま焼き、
椎茸のミルクスープ、納豆
と青菜の和え物
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6 月 の 保 健 衛 生 事 業

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

9（土） 18：00～19：00橋 上 小 学 校 体 育 館

場 　 所 受 付 時 間日

［胸部レントゲン・肺がん検診］

9（土） 18：00～19：20橋 上 小 学 校

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

4（月）
5（火）
21（木）
26（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］
　対象児（平成16年4月～5月生）に個人通知します

27（水） 13：00～14：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［基本健診・はつらつ健診］

5（火）

9（土）

19：00～19：30
13：30～14：30
19：00～10：00

坂 ノ 下 集 会 所
中 角 集 会 所
橋 上 小 学 校 体 育 館

母子保健

健康相談
毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳とペットボトル、
水等を持参してください。

お詫びと訂正
4月に各世帯に配布しました平成19年度保健衛生事業
計画表に誤りがあります。お詫びして訂正します。

・5月16日（水）の自由ヶ丘公園での狂犬病予防集合注
射の実施時間

　正しくは10：30～10：50です。

・片島公民館・大島老人憩いの家での子宮がん検診の
実施日

　正しくは8月28日（火）です。

場 　 所 受 付 時 間日
8（金）

12（火）

13（水）
18（月）

19（火）

22（金）

28（木）

18：30～11：00
19：30～11：00
13：30～15：00
11：30～14：00
13：30～15：00
11：00～14：00
※栄養教室のため
18：30～11：00
19：00～10：00
11：30～14：00

鵜 来 島 小 中 学 校
大 海 老 人 憩 い の 家
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
大 島 公 民 館

湊 集 会 所

鵜 来 島 小 中 学 校
古 屋 野 老 人 憩いの 家
沖の島開発総合センター

場 　 所 引 取 時 間日
8（金）
22（金）

10：10～10：20
10：10～10：20

宿 毛 市 役 所
〃

犬の引取り

成人保健 各種健診・健康相談はどこでも受けることができます。

各種健診
平成19年度実施の健康診査等の申し込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

13（水） 12：30～13：30宿毛市総合社会福祉センター

このページに関するお問い合わせは…
保健介護課　蕁６３－１１１３
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愛　媛
マンダリンパイレーツ

鈴 木 史 朗 講 演 会 生涯学習課　蕁6 3 －3 3 9 4

宝くじ文化講演会

食 は 人 と 人 を つ な ぎ ま す

地産地消で地元を活性化

【問い合わせ先】宿毛市地産地消推進協議会事務局   　
　　　　　（産業振興課内）蕁6 3 ―1 1 1 7

18日（金） 19日（土）  20日（日）

今月（5月）の地産地消の日

地産地消という言葉をご存じですか。
これは「地元で生産されたものを地
元で消費する」ことをいいます。高
知県では今年度から毎月第３金曜日
からの３日間を「地産地消の日」と
定め、地産地消推進に取り組んでい
ます。

宝くじの助成事業を受けまして、アナウンサーの
鈴木史朗さんをお招きし「長寿のコツ」と題した
文化講演会を開催します。多数の皆さんのご来場
をお待ちしています。

プロフィール
1938年生まれ。京都府出身。
早稲田大学法学部卒業。ニュース
からバラエティーまで幅広く活躍
され、テレビ雑誌のアンケートで
も年代、性別を問わず幅広いファ
ン層をもつアナウンサー。

日　時　5月17日（木）
　　　　18：30開場　19：00開演

場　所　宿毛市総合社会福祉センター

入場料　無料

入場整理券配付所
　　　　蘆宿毛文教センター
　　　　蘆宿毛市総合運動公園
　　　　蘆小筑紫、東部、沖の島支所
　　　　蘆宿毛市総合社会福祉センター

宿 毛 市 ク リ ー ン デ ー 環境課　蕁6 3 －1 6 9 7

市民総参加の清掃活動「宿毛市クリーンデー」を
実施します。多くの方のご協力をお願いします。

※実施内容等は各地区で異なりますので、地区回
覧等でご確認ください。

日　時　6月3日（日）　小雨決行
　　　　※荒天の場合は6月10日（日）
場　所　市内各地

四国アイランドリーグ公式戦 宿毛市総合運動公園　蕁6 6 －1 4 6 7

高　知
ファイティングドッグス

日　時　6月16日（土）　14：00～
場　所　宿毛市野球場VS

香　川
オリーブガイナーズ

高　知
ファイティングドッグス

日　時　6月17日（日）　14：00～
場　所　宿毛市野球場VS

イラスト：おくだたけし
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